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    ねらいや効果 

 環境に関する事実を伝え、環境負荷に対する様々な問題を共

に考え、日常生活の中で実践に結びつけられるような情報を発

信します。 

 
 

    具体的な進め方 

 １）環境情報の収集・管理を行う 

        ① 必要な環境情報のリストアップと発信・管理方法の研究 

     ② 市内外の環境情報ネットワークづくり 

     ③ 継続的な環境情報の収集・管理 
 
 ２）環境情報誌など紙媒体で発信する 

        ① 環境情報誌の定期的な発行 

     ② 環境情報シート11の作成と活用 
 
 ３）ホームページなど電子媒体で発信する 

     ① ホームページの開設とコンテンツの充実 

     ② メールマガジンによる発信 
 
 ４）環境センターを創り育む 

     ① 日進市版環境センターのあり方の研究 

     ② エコドーム（中央環境センター）の企画展示などの充実 

     ③ 日進市版環境センターの開設と充実化 

 
 
 
                                                  
11 一つの環境配慮行動を一枚にまとめてシリーズ化し、使いやすくした紙媒体の環境情報のこと。 

環境情報プロジェクト 

１ 
［何のために？］ 

２ 
［何をいつどのように？］ 

関連する環境指標（詳細は資料編参照） 

  環境にやさしい行動実行率 
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    実施場所 

   日進市全域、エコドーム 

 
 

    取組主体と関係者の役割 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    備 考 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

▲環境活動団体紹介（エコフェスタ配布物） 

４ 
［誰が誰と何を？］ 

市民（滞在者等を含む） 

◇ 情報の発信と積極的受信 

事業者 

◇ 環境情報の共有 

市（行政） 

◆ 環境情報の収集と発信 

◆ エコドームの計画的な 

  企画展示などの実施 

（市民団体への委託を含む） 

◆ 取組主体への支援 

 

市職員 

◇ 専門分野での支援 

教育機関  

◇ 環境学習機会の創出 

取組主体 市民団体（地域自治組織、環境パートナーシップ組織） 

市（市民交流課、水と緑の課、環境課） 

５ 
［補足は？］ 

注）◆：取組主体としての役割、◇：関係者としての役割 

３ 
［どこで？］ 

市民団体 

◆ プロジェクトの推進 

◇ 環境情報の共有 

◇ 企画展示への参加・協力 
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